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テスタビリティを高める
リファクタリング
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テスタビリティとは？
•テスタビリティ(testability)：テストのしやすさのこと 

•  以下のコードに対するテストは成功したり失敗したりする(Flaky Test) 

JavaのDateオブジェクトの精度がミリ秒であるため，テストの実行が十分に早く，new Date()
が実行されるタイミングでシステム時間のミリ秒が変わっていなければテストは成功する 

• このようなテストは避けるべき
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不安定なユニットテスト
• 不安定な結果ををもたらすユニットテストは避けるべき 

テストがしにくいため，テストしやすい設計にする必要
がある 

• 質の高いユニットテストを書くには，テスタビリティの高
いクラス設計が必要
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Column ユニットテストを前提としたリファクタリング

• 本来はリファクタリングを行う前にユニットテストを作成 

プログラムの外部的振る舞いが変わらないという保証を先に作り，内部構
造を変更 

大規模なリファクタリングを行う場合にはユニットテストが必要不可欠 

• テストファースト：プロダクションコードよりも先にテストコードを先に記述 

テスト駆動開発を導入すれば，常にテストコードが先にある状態となる 

リファクタリングを行い，プロダクションコードを積極的に改善できるよ
うになる
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リファクタリング
• Dateオブジェクトの生成が問題 

システム時間を取得する部分を１つの独立した処理と
みなし，その部分をテストコードから制御できるよう
にする 

• 方法１：テストが難しい処理をメソッドとして抽出し，抽
出したメソッドをオーバーライドしてテストする 

• 方法２：処理をオブジェクトとして抽出して委譲する
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方法１:メソッドの抽出
•処理をメソッドに抽出する 

new Date()をメソッドとして抽出 

抽出したメソッドの名称をnewDateとする 

テストコードでオーバーライドできるように，可視性をデ
フォルト(パッケージプライベート) 

eclipseであればnew Date()を選択してCtrl+1を押すか,右
クリック→リファクタリング→「メソッドの抽出」によっ
て作成できる
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抽出メソッドをテストでオーバーライドする

• テストコードではテスト対象のサブクラスを定義し，テスト
を実行 

テスト対象クラスのサブクラスを匿名クラスとして定義
し，newDateメソッドをオーバーライド 

• オーバーライドされたnewDateメソッドでは，Dateクラス
のコンストラクタを利用しない 

テストコード内で定義された，予測可能なDateオブジェ
クト(current)を返す
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リファクタリングの結果
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メソッドを抽出



方法２:委譲オブジェクトの抽出

• はじめに，委譲したい処理をnewDateメソッドに抽出 

• 次に，この処理(メソッド)をオブジェクトに変換し，テスト
コードで置き換えられるようにする 

DateFactory1クラスを作成し，抽出できるように処理(メ
ソッド)を移動する 

DateFactoryオブジェクトはフィールドに保持されてい
るので，テストコードでDateFactoryクラスのサブクラ
スを作成し，差し替えることができる
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新しいクラスとDateFactoryクラス
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インタフェースを使って処理を差し替えたユニットテスト
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委譲オブジェクトをテストで置き換える

• DateFactoryクラスからインタフェースを抽出し，ポリモフィズムを
利用した設計にすることもできる 

ポリモフィズム：多態性．Javaでは，同一インタフェースを異なる
クラスがインプリメントすることで，同じ型の同じ名前のメソッド
に，それらの異なるクラスごとに異なる振る舞いを実装できること 

• DateFactoryインタフェースを定義，デフォルトの実装を用意 

DateFactoryインタフェースとデフォルト実装を使い書き換え 

• テストコードではテスト対象となるオブジェクトのDateFactoryフィー
ルドを差し替えてテストする
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DateFactoryクラスのインタフェース化
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DateFactoryクラスのデフォルト実装



インタフェースを使ってシステム時間の処理を委譲
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委譲オブジェクトへ抽出することのメリット・デメリット

• 処理を委譲オブジェクトへ抽出することで，テスタビリティの高い設計に改善できる 

クラスに抽出することで，そのクラスは独立した責務を持つため，個別にテスト
を行うこともできる 

インタフェースを利用した設計とするならば，実装クラスが提供されていなく
ても仮の実装クラスでユニットテストを書くこともできる 

• インタフェースとして抽出することは，過剰設計となる可能性がある 

過剰設計もまたテスタビリティを低下させる 

テスタビリティを高くする目的であれば，多くの場合で，オーバーライド可能な
メソッドとして抽出したり，処理を委譲オブジェクトに抽出するだけで十分な効
果がある
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